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令和３年１月７日(木)

副校長 竹下 修

令和２年度 志免西小学校の教育目標
「豊かな心を持ち、役立つ喜びを分かち合う、
知・徳・体の調和のとれた子供の育成」
令和２年度 めざす子供像

「他者との交流」を大切にし、生きて働く「生活力と学力」を高める子供の育成

～「学校が楽しい」と言える子供１００％を目指して～

令和３年 新しい一年がはじまりました。
今年が皆様にとりまして良い一年となりますように。

あけましておめでとうございます。令和2年は、本当に色々なことがございました。3月、4月、5月と学校
が閉じ、校舎から子供達の声が消えるという、これまでになかった経験をしました。
その後も、密を避け、ソーシャルディスタンスを意識しての授業づくり、マスク着用、手洗いの徹底等の新

しい生活様式を意識しての学校生活、何もかもがこれまでにない日常でした。そんな中でもなんとかやってこ
られたのも、ひとえに、保護者の皆様や、地域の皆様のご理解、ご協力のおかげと大変感謝いたしております。
子供達を取り巻く環境は、まだまだ予断を許さない状況です。志免西小学校でも気持ちを引き締めて新年に

臨み、子供達の学力の保障と、健康の維持に尽力して参ります。どうぞ、本年もお力添えの程、よろしくお願
いいたします。 令和3年 1月 志免町立志免西小学校職員一同

令和3年1月6日 後期後半開始式での学校長挨拶
西っ子の皆さん。新年あけまして

おめでとうございます。
「いのち」を守る冬休み
自分で「まなぶ」冬休み
感謝を「おかえしする」冬休み
はできましたか？
おうちの方への日頃の感謝を、お

手伝いでしっかりとお返しすること
はできましたか？地域の方に、自分
からきちんとご挨拶をして、新しい
年を迎えることはできましたかでし
ょうか？
今年は丑年です。牛さんのように、

何事も、一歩一歩「休まず 止まら
ず 少しずつ」取り組み続ける一年
にしていきましょう！
あと3か月、４月になると、１年

生から５年生のみなさんは一つ上の
学年に６年生は、中学生になります。
後期後半は、今の学年の「まとめ」
と４月からの生活につなぐ「準備」
という大切な３か月です。
そこで、校長先生から３つのお願

いがあります。
１つ目は、もちろん、「思いやり算」
と「西っ子運動」です。
2つ目のお願いは、あと3ヶ月の「目
標を立てる」ことです。
「あごがれのお兄さんやお姉さん」
を見つけて、目標を立ててほしいと
思います。
そして、少しでもその「あこがれの
人」に近づくために「休まず 止ま
らず 少しずつ」繰り返し取り組ん
でほしいと思っています。

最後に３つ目のお願いです。日頃から「マスクの着用」「正しい手洗い」そして「休み時間の空気の入れ換え」
や「ギュウギュウになる密は避ける」など引き続き、心がけましょうね。西小の合い言葉「西っ子は、手洗い
で始め、手洗いで終わります！」を「かけ声だけ」で終わらせないよう、自分で「気付き」「考え」「「実行し」
後期後半も、心も体も、そして頭も健康で過ごしましょう。



１月の行事予定
日 校 内 行 事

６ 水 後期後半開始 全校朝会（放送）

８ 金 定時退校日

12 火 委員会⑧

13 水 スキッズ④

14 木 朝のお話会1年 安全の日

15 金 ねっこぼっこ読み聞かせ（給食時間）

定時退校日

18 月 クラブ⑥（3年生見学予定）

22 金 定時退校日

23 土 土曜授業 道徳（参観はありません）

第２回 学校関係者評価委員会

25 月 クラブ最終日⑦（3年生見学予定）

29 金 ねっこぼっこ（給食時間） 定時退校日

２月の行事予定
日 校 内 行 事

３ 水 代表委員会⑤

４ 木 安全の日

５ 金 入学説明会 定時退校日

志免中体験授業（６年）

10 水 委員会⑨

12 金 ねっこぼっこ（給食時間）定時退校日

13 土 志免中 新入学生保護者説明会

17 水 スキッズ５

18 木 朝のお話会２年

19 金 お別れ集会（予定） 定時退校日

22 月 委員会⑩

26 金 ねっこぼっこ（給食時間）定時退校日

※志免中学校の入学説明会等のプリントにつきまし

ては後日配布いたします。

オンラインゲームの遊び方を考えましょう！
現代社会では、全国的に通信環境が整備され、子供達がオンラインでゲームを楽しむのも普通の光景になっています。し

かし、オンラインゲームがつなげる先のインターネットの世界には、さまざまなリスクも潜んでいます。その為、子供達が

様々な危険にさらされているのが現状です。

○犯罪被害は、誰にでも起こります。（子供達を狙っている人がいます）

オンラインゲームでは、ゲーム上のプレイヤーと交流することが可能です。ゲーム用の掲示板やSNSなどもあり、誰でも

利用することができます。ゲーム上では知り合いでも、その人がどんな人なのかはわかりません。子供の感覚では現実とゲ

ームの世界の区別がつきにくく、ゲームを通じて親しくなったような錯覚から気を許してしまうことがあります。ゲームの

世界には、子供を狙う目的で人気のゲームを利用した、悪意ある大人がいることを知っておかなくてはなりません。

○オンラインゲームでよくあるトラブル（オンラインゲームには、さまざまなトラブルが潜んでいます。）

・高額請求

保護者のクレジットカードで有料ゲームを購入したり、課金型ゲームの有料アイテムを購入したりするケースが頻発して

います。小さなお子さんにスマホのゲームアプリで遊ばせていたら、よくわからないまま課金を繰り返してしまい、後日高

額の請求書が届いたという事例もあります。最初のダウンロードは無料でも、途中から課金しないと先に進めなくなるよう

なゲームがほとんどです。課金の仕組みが理解できないゲームで子供達を遊ばせるのは危険です。

・だまされる

ゲーム上で知り合った人にアイテムの交換や売買で、だまされる被害が起きています。子供達は取り引きについて理解し

ておらず、そもそも多くのゲーム運営会社では、アイテムや通貨の取り引きを禁止しています。また、悪質なサイトに誘導

されたり、ウイルスに感染させられたりするケースもあります。こうしたトラブルが多発していることから、オンラインゲ

ームには厳格な利用規約が設けられていることがほとんどです。それを理解していない子供達がゲーム相手の言いなりにな

れば、たちまち被害者になる可能性は高まります。

・チャット機能のリスク

相手とお話しできるチャット機能は、オンラインゲームでよく利用されています。子供達がチャット機能を使ってメッセ

ージのやり取りやアイテムの交換などを行っていて、友達同士でのトラブルになるケースも多くあります。直接会って話を

するのとは違って、オンライン上のメッセージのやり取りは、ちょっとしたニュアンスの行き違いで誤解を生むことがあり

ます。また、ゲームで知り合った相手とチャット機能でやり取りをしていて、個人情報を聞き出されたり、性犯罪被害につ

ながったりすることもありますので、十分な注意が必要です。

◎低学年のオンラインゲームの遊ばせ方

インターネット利用の危険性をよく理解できていない場合、オフラインのゲームで遊ばせたほうが安全です。スマホのゲ

ームでも、オフラインで遊べるものを選んだほうが良いと思われます。途中に出てくる広告で有料ゲームに誘導される場合

がありますので、近くで見守る、「こういうのが出てきたら教えてね」と注意喚起しておくなど、ゲームの特性に応じて対

応することをお勧めします。ペアレンタルコントロール機能を利用することも忘れないようにしてください。

◎中高学年のオンラインゲームの遊ばせ方

中・高学年くらいになると、オフラインだけでは有効な対策にはなりません。禁じていても、友達から情報を聞いて大人

も知らないような使い方をしたり、勝手に設定を変更したりしてしまうこともあるようです。実際に

あった事件などをもとにオンラインゲームでやってもいいこと、やってはいけないことは何か、子供達

に問いかけて考えさせ、安全な使い方を話し合うことが大事かもしれません。各種設定に必要な暗証番

号、クレジットカードの番号などの重要情報は、絶対に教えないようにしましょう。

スマートフォンや携帯ゲーム機はどこにでも持ち歩けるため、保護者の目が届かない時間にも活用

することが可能です。勉強が手につかなくなる、深夜まで自室で使用して睡眠不足になるなど、学業

や健康上のリスクも考えられます。

ゲームは楽しいものですから、遊ぶ時間をきちんと決めて、実行できる自制心がないと、子供自身

でやめるのは難しいものです。子供任せにせず、保護者の方がお子さんの性格などを見極めて利用させるようにしましょう。


